
 

 

 

 

令和７年度 学校評価報告書（目標設定） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇生徒一人ひとり

の個性・可能性

の開発と伸長が

図れる教育を実

践する。 

○必要な社会実践

力を具体化し、

それを身につけ

させる。 

○学ぶ意欲、学ぶ

楽しさを意識し

た授業改善に取

り組む。 

 

・ICT を活用し

た分かりやすい

授業と学び直し

により、生徒の

学習への苦手意

識を解消し、学

習意欲の向上に

つなげる。 

 

 

 

・校内研修を実

施し、ICT 活用

の幅を広げるこ

とでさらなる授

業改善につなげ

る。 

・ICT ツールを

活用し、生徒の

理解度を確認し

ながら学習を進

め、TT で行う

RT-21 や少人数

授業を通して、

きめ細かな指導

を行う。 

 

 

・生徒による授 

業アンケートの

結果を活用した

授業改善研修を

行い、教科ごと

に改善点を検討 

し、さらなる授

業改善につなげ

る。 

 

・授業評価アン

ケートを通じ、

生徒が身につい

たことやできる

ようになったこ

とを実感できて

いるか。 

 

 

 

 

・学習活動の中

で生徒の理解度

を把握できた

か。授業アンケ

ートや振り返り

の結果を教材開

発に生かすこと

ができたか。 

２ 生徒指導・支援 

〇組織的な支援体

制により、生徒

一人ひとりが落

ち着いて学習に

取り組める環境

を整える。 

○生徒を支援する

という視点を持

って、生徒指導

を進め、学習・

生活環境をつく

る。 

 

・様々な取組を 

通して支援が必

要な生徒を見極

め、個別の生徒

に応じた支援策

を検討・共有し

て支援の充実を

図る。 

 

 

 

・校内外におい

て、集団生活を

通じて秩序を守

り、基本的な生

活習慣を確立す

る。 

 

・学年会やコア

会議で気になる

生徒を共有し、

かながわ子どもサ

ポートドック等で

さらに支援が必要

な生徒を見極め、

必要に応じてSC・

SSWに繋げる。 

 

 

・一斉指導、登

下校指導、遅刻

指導を中心に規

範意識を高めさ

せる。 

・生徒情報を確

実に共有した

か。かながわ子

どもサポートドッ

ク等を通じて表

面化しにくい困

難を発見し、必

要な支援をした

か。 

 

 

・各指導を通じ

て生徒の規範意

識は高まった

か。 

資料２ 



 

 
                             

 

３ 進路指導・支援 

〇自立した個人と

して自己のキャ

リア意識を高

め、社会と関わ

り貢献できる生

徒を育成する。                     

○進路体験活動及

び進路フェアの

充実を図る 

・進路先との円

滑な接続を目指

し、外部機関と

の連携を強化す

る。 

・進路フェアや

進路体験活動を

中心とした実践

的なプログラム

を実施し、自己

理解・職業理解

を深める。 

 

・高大連携事業

や体験授業、企

業等による職業

体験を実施す

る。 

・進路フェアや

進路体験活動を

より効果的にす

るプログラムを

構築する。 

 

・外部教育資源

を活用し、進路

先を見据えた進

路行事を実施で

きたか。 

・進路に関する

授業や行事を通

じて、生徒の進

路意識が向上し

たか。 

 

４ 地域等との協働 

〇保護者や地域と

の協働による学

校づくりを推進

し、人と社会と

未来につながる

開かれた学校づ

くりを推進する 

○中学生及びその

保護者に本校の

特色・情報等を

効果的に発信す

る。 

・学校行事を中

心として、PTA

や地域と連携す

るとともに、地

域行事への生徒

のボランティア

参加を促し協働

する。 

・HP、X 等で本

校の魅力を発信

し、学校説明会

や個別相談会を

充実させ、本校

の教育活動を理

解してもらう。 

・東翼祭や地域

貢献デー等を通

じ、PTA や地域

との連携、生徒

のボランティア

参加機会を充実

させる。 

 

・全公立展や学

校説明会、校内

外で実施する個

別相談会、学校

見学などを通

じ、本校の魅力

を発信する。 

・学校行事やボ

ランティア活動

等の生徒参加率

が増加したか。 

 

 

 

 

・学校説明会、

個別相談会等の

参加者へのアン

ケートにおい

て、肯定的な評

価率を高めるこ

とができたか。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇すべての職員が

学校運営の主体

としての意識を

共有し、一体と

なって教育活動

に取り組む組織

づくりを行う。 
〇職員の同僚性を
高め事故・不祥
事ゼロを目指
す。 

・すべての職員

が、生徒の安

全、安心を最優

先に教育活動を

展開し、生徒の

学校生活を充実

させる。 

・教職員の不祥

事防止や働き方

改革等につい

て、相互理解を

深め風通しのよ

い職場とする。 

・すべての職員

が防災行動等に

ついて、常に高

い意識を持ち、

想定外をつくら

ずに教育活動を

計画する。 

・あらゆる機会

を捉え、事故・

不祥事防止の意

識醸成を図ると

ともに、働き方

改革に主体的に

取り組む。 

 

・生徒の安全、

安心を守り、生

徒の主体的な学

びを支援するこ

とができたか。 

 

 

・不祥事防止研

修会の充実を図

り、事故・不祥

事をゼロとした

か。働き方改革

に主体的に取り

組むことができ

たか。 

 


